
マンネンスギ
Lycopodium dendroideum Michx. ヒカゲノカズラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／東アジア～北ア
メリカ

生 育 地 山地の林下や陽地に生える。県北山地の林下
や，まれに笠間市，小美玉市などの平地林に
も生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

コヒロハハナヤスリ
Ophioglossum petiolatum Hook. ハナヤスリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（東北地方中部以南）・四国・九州・琉
球／世界の熱帯・亜熱帯

生 育 地 山野の路傍，林下などに生える。常陸太田市，
笠間市，那珂市，行方市，古河市，常総市な
どに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

コハナヤスリ
Ophioglossum thermale Kom.  var. nipponicum (Miyabe et Kudo) M.Nishida ハナヤスリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／中国・台湾

生 育 地 人工的な環境（墓地や芝地）に出現しやすい。
笠間市，結城市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

水戸市（内山）

絶滅危惧Ⅱ類

（県博収蔵標本：石岡市産）
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ハマハナヤスリ
Ophioglossum thermale Kom.  var. thermale ハナヤスリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州・琉球／シベリア
から中国・台湾の東アジア・ミクロネシア

生 育 地 海岸の砂浜や日当たりのよい湿地などに生え
る。高萩市，常陸太田市，笠間市，阿見町な
どに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

オオバノハチジョウシダ
Pteris excelsa Gaudich. イノモトソウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州(東北地方南部以南)・四国・九州／朝鮮
から中国中南部以南の東アジア，南アジアか
らオセアニア

生 育 地 暖地のやや湿り気のある山地の林下に生え
る。北茨城市，日立市，常陸太田市，大子町
などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 北茨城市（内山）

オオカナワラビ
Arachniodes amabilis (Bl.) Tindale オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮，中国，フィ
リッピンとスリランカからマレーシア

生 育 地 暖地の山地の林下に生える。北茨城市，日立
市，常陸太田市，かすみがうら市などに生育
する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

（県博収蔵標本：土浦市産）
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ホソバカナワラビ
Arachniodes aristata (G.Forst.) Tindale オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（石川県・関東以西）・四国・九州・琉
球

生 育 地 暖地のやや乾いた山地の林下に群生すること
が多い。北茨城市，潮来市，鹿嶋市，筑波山
などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）

オニカナワラビ
Arachniodes caudata Ching オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州(新潟県と福島県南部以西）・四国・九州

生 育 地 低山地のやや乾燥した林中の崖下や林下など
に生え，群生することは少ない。県内各地に
点々と生育する。　

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

桜川市（福田）

コバノカナワラビ
Arachniodes sporadosora (Kunze) Nakaike オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東地方以西の海岸沿い）・四国・九
州／朝鮮，中国，台湾とマレーシアを東は
ニューギニア

生 育 地 暖地のやや乾燥した林下に生え，しばしば群
生する。土浦市，かすみがうら市，つくば市
に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他 土浦市（福田）
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イワヘゴ
Dryopteris cycadina (Franch. et Sav.) C.Chr. オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（山形県・新潟県で珍しく関東地方南部
以西）・四国・九州／朝鮮済州島・インド・
スリランカからヒマラヤ・中国・台湾

生 育 地 暖地の山地の林下に生え，群生することは少
ない。北茨城市，城里町，常陸大宮市，笠間市，
吾国山，行方市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 常陸大宮市（内山）

オオクジャクシダ
Dryopteris dickinsii (Franch. et Sav.) C.Chr. オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道（奥尻島）・本州・四国・九州／中国

生 育 地 平地や山地のやや湿った林下などに生える。
大子町，常陸大宮市，吾国山，水戸市などに
生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

水戸市（内山）

サクライカグマ
Dryopteris gymnophylla (Baker) C.Chr. オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（宮城県以南）・九州(大分県) ／朝鮮・
中国・タイ北部

生 育 地 平地から山地の斜面などに生える。大子町，
桜川市，鉾田市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

鉾田市（内山）
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ヒメカナワラビ
Polystichum tsus-simense (Hook.) J.Sm. オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（福島県南端と関東地方以西）・四国・
九州／朝鮮・中国（揚子江以南）・インドシナ・
台湾

生 育 地 山地の林下の斜面や岩場の近くに生える。大
子町，常陸太田市，日立市に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

真弓山（内山）

オオキヨズミシダ
Polystichum tsus-simense (Hook.) J.Sm.  var. mayebarae (Tagawa) Sa.Kurata オシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（福島県南端と関東地方以西）・四国・
九州／中国

生 育 地 山地の林下の斜面や岩場の近くに生える。常
陸太田市，日立市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

石岡市（福田）

コハシゴシダ
Thelypteris angustifrons (Miq.) Ching ヒメシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（新潟県・石川県・関東地方南部以西）・
四国・九州・琉球／朝鮮・台湾・中国

生 育 地 暖地の林縁や路傍，谷津田の土手などに生え
る。県内各地に点々と生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，草地の開発，遷移の進行

そ の 他
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ニッコウシダ
Thelypteris nipponica (Franch. et Sav.) Ching ヒメシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州／朝鮮・中国

生 育 地 山地のやや湿った林下や湿地に群生して生え
る。北茨城市，高萩市，常陸太田市，鶏足山
などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他 メニッコウシダを含む。

カラクサイヌワラビ
Athyrium clivicola Tagawa メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 山地のやや湿った林下に生える。北茨城市の
冷温帯林下に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

ヘラシダ
Deparia lancea (Thunb.) Fraser-Jenk. メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東地方中・南部以西）・九州・琉球
／朝鮮・中国・台湾からフィリッピン

生 育 地 暖地の洪積台地斜面の湿り気のあるところや
低山地のやや陰湿な林下に生える。北茨城市，
石岡市，つくば市，鹿嶋市，稲敷市などに生
育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 つくば市（内山）

（県博収蔵標本：北茨城市産）

（県博収蔵標本：北茨城市産）
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オニヒカゲワラビ
Diplazium nipponicum Tagawa メシダ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／中国

生 育 地 山地のやや陰湿な林下に生える。北茨城市，
大子町，真弓山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

ホテイシダ
Lepisorus annuifrons (Makino) Ching ウラボシ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 山地の岩上のくぼみや樹幹などに生える。北
茨城市，常陸太田市，高萩市，大子町などに
生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

ミヤマノキシノブ
Lepisorus ussuriensis (Regel et Maack) Ching  var. distans (Makino) Tagawa ウラボシ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 南千島・北海道・本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 冷温帯の樹幹や岩上に生える。八溝山，雨巻
山，筑波山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）
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ヒメコマツ
Pinus parviflora Siebold et Zucc.  var. parviflora マツ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道（南部）・本州・四国・九州

生 育 地 山地の尾根筋の斜面などに生える。北茨城市，
大子町，高萩市，常陸太田市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

イブキ
Juniperus chinensis L. ヒノキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（岩手県以南）・四国・九州・主として
太平洋側の海岸沿い

生 育 地 海岸の安定した岩場などに生え，大木になる
と幹がねじれたようになる。北茨城市，日立
市などに生育する。

選 定 理 由 海岸の開発，森林の伐採

そ の 他 日立市にはいぶき山イブキ樹叢（国天然記念
物）がある。 日立市（内山）

八溝山（内山）

ダケカンバ
Betula ermanii Cham. カバノキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州（中部以北）・四国

生 育 地 冷温帯から高山帯までの陽あたりのよい開放
地に生える。八溝山頂付近などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他
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ウダイカンバ
Betula maximowicziana Regel カバノキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 南千島（国後島）・北海道・本州（岐阜県以北）
　[日本固有種]

生 育 地 山地の日当たりのよい開放地に先駆的に侵入
することが多い。肥沃な土地に生える。高萩
市に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

シラカンバ
Betula platyphylla Sukaczev  var. japonica (Miq.) H.Hara カバノキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州（中部地方以北）／千島・樺太・
朝鮮・中国・東シベリア

生 育 地 主に冷温帯の日当たりのよい開放地に生え
る。県北の山地や平地の那珂市などに生育す
る。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

ハシバミ
Corylus heterophylla Fisch. ex Besser  var. thunbergii Blume カバノキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・九州／朝鮮・中国・ウスリー・
アムール

生 育 地 日当たりのよい山野や湿地に接する林縁など
に生える。日立市，那珂市，笠間市，小美玉市，
つくば市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

小美玉市（丸山）

北茨城市　（内山）

北茨城市　(内山)
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ハルニレ
Ulmus davidiana Planch.  var. japonica (Rehder) Nakai ニレ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北・
北部）

生 育 地 肥沃な沖積地，洪積台地斜面や山地に生える。
北茨城市，高萩市，大子町，城里町などに生
育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

コケミズ
Pilea peploides (Gaudich.) Hook. et Arn.  var. peploides イラクサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州・琉球／朝鮮・
中国・マレーシア・インド・ハワイ・ガラパ
ゴス諸島

生 育 地 山地の湿り気のある岩場に生える。大子町，
常陸太田市，常陸大宮市，筑波山などに生育
する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 大子町（内山）

御前山（内山）

ウナギツカミ
Persicaria aestiva Ohki （102） タデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮南部

生 育 地 放棄水田や水田脇の土手に生える。筑西市，
桜川市，結城市などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

桜川市（内山）
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ナガバノウナギツカミ
Persicaria hastatosagittata (Makino) Nakai タデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州・四国・九州／中国（南部・台湾）

生 育 地 河川敷，溜池付近にある湿地などに生える。
水戸市，鉾田市，神栖市，土浦市，稲敷市な
どに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

稲敷市（内山）

ヌカボタデ
Persicaria taquetii  (H.Lev.) Koidz. タデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 河川敷などの草地や湿地に生える。県南，県
西地域の河川流域などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発

そ の 他

八千代町（内山）

ヤナギヌカボ
Persicaria foliosa (H.Lindb.) Kitag.  var. paludicola (Makino) H.Hara タデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・九州／基本種はヨーロッパよ
りシベリアをへてアムール・ウスリー・中国

（東北）まで

生 育 地 低地の日当たりのよい湿地に生える。撹乱を
受ける湿地，休耕田，溜池畔などに生育する。
常陸太田市に生育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発

そ の 他
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ニオイタデ
Persicaria viscosa (Buch.-Ham. ex D.Don) H. Gross ex T.Mori タデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州(関東以西) ～九州／ウスリー・中国・朝
鮮・インド

生 育 地 原野，低山の日当たりに生える。行方市，神
栖市，稲敷市などに生育する。

選 定 理 由 遷移の進行，湿地の開発

そ の 他

ノダイオウ
Rumex longifolius DC. タデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州（中部以北および和歌山県など）
／北半球

生 育 地 川岸などの湿った草地などに生える。吾国山
などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発

そ の 他

ワダソウ
Pseudostellaria heterophylla (Miq.) Pax ナデシコ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・九州／朝鮮・中国・ウスリー

生 育 地 山野の落葉樹林下や小さな崖地などに生え
る。常陸大宮市，常総市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（内山）

（県博収蔵標本：常総市産）

（県博収蔵標本：龍ヶ崎市産）
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ナンブワチガイソウ
Pseudostellaria japonica (Korsh.) Pax ナデシコ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州／中国（北部・西南部・東北）・ウスリー

生 育 地 山地の明るい林下や林縁などに生える。北茨
城市，高萩市，常陸太田市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

ヤマグルマ
Trochodendron aralioides Siebold et Zucc. ヤマグルマ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（山形県南部以南）・四国・九州・琉球・
伊豆諸島／台湾・朝鮮南端部

生 育 地 山地の急な斜面を好み岸壁のようなところに
生える。男体山に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 男体山では，ナガバノヤマグルマに相当する
と思われるが，十分には区別できない。

男体山（内山）

ヒメイチゲ
Anemone debilis Fisch. ex Turcz. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州（近畿地方以北）／シベリア東
部～中国（北部・東北）・朝鮮・千島

生 育 地 主に亜高山帯や高山帯などに生える。北茨城
市，常陸太田市の冷温帯の渓谷林に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）
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レンゲショウマ
Anemonopsis macrophylla Siebold et Zucc. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（主として太平洋側)　[日本固有種]

生 育 地 山地の落葉広葉樹林下などに生える。北茨城
市，高萩市，常陸太田市，大子町，常陸大宮
市などに生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

カザグルマ
Clematis patens C.Morren et Decne. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州・四国・九州(北部) ／朝鮮・中国（東北
の南部）

生 育 地 主に湿り気のある林縁に生える。大子町，那
珂市，東海村，ひたちなか市，水戸市などに
生育する。

選 定 理 由 園芸採取，森林の伐採

そ の 他

ひたちなか市（内山）

コキツネノボタン
Ranunculus chinensis Bunge キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道(南部)・本州・四国・九州／中国・朝鮮・
シベリア東部

生 育 地 日当たりのよい湿地や河川敷などに生える。
取手市，稲敷市などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発

そ の 他

（県博収蔵標本：常総市産）
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オトコゼリ
Ranunculus tachiroei Franch. et Sav. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州／朝鮮

生 育 地 川岸や水田などの湿り気の多いところに生え
る。城里町，笠間市，鹿嶋市などに生育する。
最近の報告はない。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

ヒキノカサ
Ranunculus ternatus Thunb. キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東地方以西）・四国・九州／中国（本
土・台湾）・朝鮮（済州島）

生 育 地 日当たりのよい湿った草地などに生える。河
内町や小貝川などの河畔に生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

常総市（内山）

常総市（内山）

ノカラマツ
Thalictrum simplex L.  var. brevipes H.Hara キンポウゲ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（東北地方南部以南）・四国・九州／朝
鮮南部・中国（中北部・東北）

生 育 地 日当たりのよい湿り気のある河川敷などの草
地に生える。つくば市，取手市，常総市など
に生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

（中崎所蔵標本：笠間市産）
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コウホネ
Nuphar japonica DC. スイレン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道（西南部）・本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 浅い池や沼または小さな流れに生える。大子
町，那珂市，茨城町，牛久市などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

那珂市（内山）

オオバウマノスズクサ
Aristolochia kaempferi Willd. ウマノスズクサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州　[日本固有種]

生 育 地 山地の日当たりのよい林縁や林下などに生え
る。常陸太田市，筑波山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 タンザワウマノスズクサを含む。

桜川市（内山）

ヤマシャクヤク
Paeonia japonica (Makino) Miyabe et Takeda ボタン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東・中部地方以西）・四国・九州／
朝鮮　[日本固有種]

生 育 地 山地の湿り気のある落葉広葉樹林下などに生
える。北茨城市，高萩市，大子町，つくば市
などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 ケヤマシャクヤクを含む。

常陸太田市（内山）
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モウセンゴケ
Drosera rotundifolia L. モウセンゴケ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／北半球の温帯，
亜寒帯

生 育 地 日当たりのよい湿地や崖地の湿り気のあると
ころに生える。北茨城市，高萩市，日立市，
東海村などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（内山）

ハクサンハタザオ
Arabidopsis halleri (L.) O’Kane et Al-Shehbaz  subsp. gemmifera (Matsum.) O’Kane et Al-Shehbaz アブラナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国（剣山）・九州（宮崎県）
／朝鮮

生 育 地 山地の日当たりよい草地や林縁などに生え
る。大子町，常陸太田市，常陸大宮市などに
生育する，

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（中崎）

ハマハタザオ
Arabis stelleri DC.  var. japonica (A.Gray) F.Schmidt アブラナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮南部・中国（中
北部・東北）・樺太・千島

生 育 地 海岸の砂地から草地などに生える。北茨城市
から神栖市の海岸に点々と生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他

高萩市（内山）
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コイヌガラシ
Rorippa cantoniensis (Lour.) Ohwi アブラナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮・中国・
アムール・ウスリー

生 育 地 河原，休耕田，留池に隣接する湿地などに生
える。つくばみらい市，稲敷市，筑西市，常
総市，坂東市，八千代町などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

常総市（内山）

ハタザオ
Turritis glabra L. アブラナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／ユーラシアに広
く分布し，北アメリカやオーストラリアにも
帰化している

生 育 地 山野の明るい草地や海岸の草地などに生え
る。稲敷市などの県南地域や，ひたちなか市
などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他 ひたちなか市（内山）

ウメバチソウ
Parnassia palustris L.  var. palustris ユキノシタ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／台湾・東アジア
北部・樺太・千島

生 育 地 山地の日当たりのよい湿地に生える。県北山
地，笠間市，加波山，筑波山などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

北茨城市（内山）
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エドヒガン
Cerasus spachiana Lavalee ex H.Otto  var. spachiana  f. ascendens (Makino) H.Ohba バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮（済州島）・中国（台
湾・大陸中部）

生 育 地 山地に生える。高萩市，大子町，常陸大宮市，
城里町，笠間市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

御前山（内山）

オオダイコンソウ
Geum aleppicum Jacq. バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州(中北部) ／ヨーロッパからシベ
リア・中国・朝鮮・樺太

生 育 地 山地の林縁や道ばたなどに生える。常陸太田
市に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

リンボク
Laurocerasus spinulosa (Siebold et Zucc.) C.K.Schneid. バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（茨城県・福井県以西）・四国・九州・
琉球（沖縄島）／台湾・フィリッピン

生 育 地 山地のやや湿り気のある林下に生える。北茨
城市，高萩市，常陸太田市，城里町，桜川市
などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（藤田）

（県博収蔵標本：高萩市産）
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モリイバラ
Rosa onoei Makino  var. hakonensis (Franch. et Sav.) H.Ohba バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州　[日本固有種]

生 育 地 山地のやや湿り気のある林下や登山道脇など
に生える。筑波山，笠間市，城里町，常陸大
宮市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

城里町（内山）

ハマナス
Rosa rugosa Thunb. バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州（太平洋側では茨城県南部まで・
日本海側では島根県まで）／東アジアの温帯
から亜寒帯

生 育 地 海岸砂地に生え，地下茎を伸ばし大群落をつ
くる。鹿嶋市に生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他 鹿嶋市大小志碕に国指定のハマナス自生南限
地がある。 鹿嶋市 （内山）

ナガボノシロワレモコウ
Sanguisorba tenuifolia Fisch. ex Link var. alba Trautv. et Mey.（102） バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州（東北・関東地方）／樺太

生 育 地 山野の湖畔や湿り気のある草地に生える。土
浦市，つくば市，竜ヶ崎市，河内町などに生
育する。

選 定 理 由 河川の改修，湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

稲敷市（内山）
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